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＜概要＞ 

員 数 一括 

時 代 奈良時代～鎌倉時代（８世紀～13世紀初） 

 

猿
さ

投
なげ

窯
よう

は名古屋市東郊から、旧尾張国と旧三河国の国境
くにざかい

にかけての丘陵地帯に所在す

る、日本屈指の規模を有する古
こ

窯
よう

跡
せき

群
ぐん

である。その内、境
さかい

川と逢
あい

妻
づま

川に挟まれた猿投窯

井
い

ケ
が

谷
や

地区（刈谷市・豊田市）では、古代の窯跡が約 45基、中世前期の窯跡が約 20基確

認されている。 

本出土品は洲
す

原
はら

第７号窯・洲
す

原
はら

第８号窯（８世紀第４四半期）、灰山古窯・寺山第１号窯・

寺山下古窯・松根第１号窯・松根第２号窯（９世紀）、松根第３号窯（12世紀末～13世紀

初）から出土した須恵器
す え き

(※1)、灰
かい

釉
ゆう

陶
とう

器
き

(※2)、山茶椀 (※3)である。これらの窯跡は愛知教育大

学の校地（刈谷市井
い

ケ
が

谷
や

町）に立地し、発掘調査は大学の校地造成に伴い、1967年、1968

年に大学や当地の研究者等によって実施された。 

猿投窯井ケ谷地区の、刈谷市域における古窯跡の本格的な調査研究は、1950年代後半か

ら刈谷市誌の編纂や愛知用水の建設に関連して、様々な調査主体によって行われてきた。

1958年には古窯跡群が刈谷市史跡「井ケ谷古窯群」として指定されている。2021年度から

刈谷市によって古窯跡の分布調査が行われ、2022年に市史跡の構成文化財の追加と部分解

除が行われた。また、2022年度には本出土品が愛知教育大学から刈谷市へ寄贈された。 

本出土品は、猿投窯井ケ谷地区における古代陶器生産最盛期の変遷を把握できるもので、

当地域の調査研究史上においても重要な位置を占める資料群である。 
 

(※1)須恵器
す え き

  古墳時代から室町時代にかけて日本各地で生産された陶器。土器に比べて高温焼成する

ことによって硬質に仕上げ、色調は灰色を呈することが多い。 

(※2)灰
かい

釉
ゆう

陶
とう

器
き

 灰釉
かいゆう

（植物を燃やして得られた灰を原料の一つとして制作した釉薬
ゆうやく

）を器面に施して、

高温焼成した施釉
せ ゆ う

陶器
と う き

。平安時代前期には国産高級陶器として受容された。 

(※3)山
やま

茶
ぢゃ

椀
わん

  中世に東海地方各地で量産された、粗製の無釉
む ゆ う

陶器
と う き

。「山茶碗」とも表記する。 

 

 



 

洲
す

原
はら

第８号窯出土品（須恵器・窯道具） 

 

寺山第 1号窯出土品（須恵器・灰釉陶器） 

 

 

寺山下古窯出土品（須恵器・灰釉陶器） 

 

 

松根第 2号窯出土品（灰釉陶器） 

 

 

 


